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本学⼤学院医⻭保健学研究科 ⾎液・内分泌・代謝内科学分野の松林泰弘助教、曽根博仁教授

らの研究グループは、新潟県労働衛⽣医学協会と共同で、健康診断受診者 55,745 名のデータを
解析し、飲酒量および脂肪性肝疾患と small dense LDL cholesterol（sdLDL-C）との関連を検
討しました。その結果、脂肪性肝疾患があり、飲酒量が多い群で⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度が最も
⾼いことが明らかになりました。また、通常の健診で測定される脂質指標には脂肪性肝疾患と
の関連はある程度反映される⼀⽅で、飲酒量との関連は⼗分には反映されにくい可能性が⽰さ
れました。本研究成果は、脂肪性肝疾患と飲酒に関連する脂質リスクをより詳しく評価するう
えで、sdLDL-C が有⽤な補⾜的指標となる可能性を⽰すものです。 

飲酒に関連する「超悪⽟ LDL」コレステロール⾼値を 
⼤規模健診データで確認 

− 従来の脂質検査だけでは捉えきれない飲酒関連脂質リスクの可能性 − 

【本研究成果のポイント】 

● 健康診断受診者 55,745 名を対象に、脂肪性肝疾患（従来の「脂肪肝」）の有無お
よび飲酒量と、粒⼦が⼩さく動脈硬化を起こしやすい「超悪⽟ LDL」とも呼ばれ
る small dense LDL コレステロール（sdLDL-C）との関連を解析しました。 
 

● 脂肪性肝疾患の存在と飲酒量の増加が重なるほど、⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度は⾼
くなりました。さらに詳細に検討した結果、従来の脂質指標（LDL コレステロー
ル、HDL コレステロール、中性脂肪）を考慮すると、脂肪性肝疾患との関連は⼤
きく弱まりましたが、飲酒量が多いほど⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度が⾼くなる傾向
は残りました。 
 

● 従来の脂質指標だけではとらえきれない飲酒関連脂質リスクの評価において、
sdLDL-C 測定が新たな補⾜的指標として有⽤である可能性が⽰唆されました。 



 
 
Ⅰ．研究の背景 

脂質異常症は、⼼筋梗塞や脳卒中などの動脈硬化性疾患の重要な危険因⼦です。⼀般的な健
康診断では、LDL コレステロール、HDL コレステロール、中性脂肪が測定されていますが、
LDL コレステロールの値が同じであっても、LDL 粒⼦の⼤きさや性質が同じとは限りません。
sdLDL-C は、粒⼦が⼩さく密度の⾼い LDL コレステロールであり、「超悪⽟ LDL」と呼ばれる
こともあります。近年、脂肪性肝疾患や飲酒習慣と⼼⾎管疾患リスクとの関連が注⽬されてい
ますが、これらが sdLDL-C とどのように関連するかは⼗分に明らかではありませんでした。 
 
Ⅱ．研究の概要 

本研究では、2024 年に健康診断を受診した 55,745 名を対象としました。腹部超⾳波検査に
より脂肪性肝疾患の有無を判定し、飲酒量を低量、中等量、過量の 3 群に分類しました。さら
に、脂肪性肝疾患の有無と飲酒量を組み合わせた 6 群で、直接測定した sdLDL-C との関連を
解析しました。⾼ sdLDL-C ⾎症は、sdLDL-C 35 mg/dL 以上と定義しました。この 35 mg/dL
という値は、過去の⽇本⼈集団を対象とした研究で、冠動脈疾患リスクの上昇と関連する⽬安
として⽤いられてきた値を参考に設定しました。 
 
Ⅲ．研究の成果 
1. 脂肪性肝疾患の存在と飲酒量の増加が重なるほど、⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度が⾼い 

⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度は、脂肪性肝疾患なし／低量飲酒群で 23.3%でした。⼀⽅、脂肪性肝
疾患あり／過量飲酒群では 76.4%と最も⾼く、脂肪性肝疾患と飲酒量はいずれも⾼ sdLDL-C ⾎
症と関連し、両者が重なる群で最も⾼い頻度を⽰しました。 



 
 
2. 従来脂質を考慮すると脂肪性肝疾患との関連は弱まる⼀⽅、飲酒量との関連は残る 

年齢、性別、BMI、喫煙、糖尿病、降圧薬・脂質低下薬の使⽤などを考慮した解析では、脂
肪性肝疾患がある群で⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度が⾼い結果でした。しかし、さらに LDL コレス
テロール、HDL コレステロール、中性脂肪を考慮すると、脂肪性肝疾患の有無による差は⼤き
く縮⼩しました。⼀⽅で、飲酒量が多いほど⾼ sdLDL-C ⾎症の頻度が⾼くなる傾向は、これら
の脂質指標を考慮した後も残りました。 

 
 



Ⅳ．今後の展開 
本研究は sdLDL-C 測定によって⼼⾎管疾患を予防できるかどうかを直接検証した研究では

ありません。今後は、飲酒習慣や脂肪性肝疾患を有する⽅において、sdLDL-C が⼼⾎管疾患発
症リスクの層別化に有⽤であるかを、前向き研究や臨床アウトカム研究で検証する必要があり
ます。sdLDL-C は通常の採⾎で測定可能な検査ですが、⼀般診療で広く⾏われている検査では
なく、主に健診・⼈間ドックなどでオプション検査として測定されています。本研究成果は、
健診・⼈間ドックにおいて、従来脂質検査に加えて sdLDL-C を測定する意義を検討するため
の基礎的知⾒となるものです。 
 
Ⅴ．研究成果の公表 

本研究成果は、2026 年 6 ⽉ 19 ⽇、国際学術誌「The Journal of Clinical Endocrinology & 
Metabolism」に掲載されました。 
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【⽤語解説】 

（注 1）small dense LDL cholesterol（sdLDL-C） 

粒⼦が⼩さく密度の⾼い LDL コレステロールです。⼀般に「超悪⽟ LDL」と呼ばれることも

あります。動脈硬化との関連が報告されており、従来の LDL コレステロール値だけでは分か

らない脂質リスクを反映する可能性があります。 

（注 2）脂肪性肝疾患（SLD） 
steatotic liver disease の略です。従来「脂肪肝」と呼ばれてきた病態を含む疾患概念です。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


